
基金の状況と使用目的について
（H24.12末現在）

町民の方々を始め
全国の皆さんより
約５千６百万円

再建基金
・旧吉田茂邸再建
・調度品の調達

約２億７千６百万円
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吉田茂国際基金より
約２億７千万円

町の積み立て
約２千万円

約２億７千６百万円

整備活性化等基金
・資料保存活用
・調査研究助成 等

約７千万円約７千万円

２億円



再建計画事業費
（今後の詳細検討において、変更の可能性がある。）

項項項項 目目目目 金金金金 額額額額

基本プランに基づく再建事業費基本プランに基づく再建事業費基本プランに基づく再建事業費基本プランに基づく再建事業費
（最大総額）（最大総額）（最大総額）（最大総額） A

約約約約 ６億円６億円６億円６億円
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国の交付金見込額国の交付金見込額国の交付金見込額国の交付金見込額
（再建費用の概ね５０％）（再建費用の概ね５０％）（再建費用の概ね５０％）（再建費用の概ね５０％） B

約約約約 ３億円３億円３億円３億円

再建基金現在高再建基金現在高再建基金現在高再建基金現在高
（平成２４年１２月末現在）（平成２４年１２月末現在）（平成２４年１２月末現在）（平成２４年１２月末現在） C

約約約約 ２億７千６百万円２億７千６百万円２億７千６百万円２億７千６百万円

再建基金の不足分（再建基金の不足分（再建基金の不足分（再建基金の不足分（A－－－－B－－－－C）））） 約約約約 ２千４百万円２千４百万円２千４百万円２千４百万円



③ 再建内容の方向について
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～町と県の役割～～町と県の役割～～町と県の役割～～町と県の役割～

町町町町
・建物の再建主体

・維持管理、運営

県県県県
・法面保護工事等の基盤整備

・技術的な支援、協力

・維持管理、運営

ノリメンノリメンノリメンノリメン



再建のコンセプト

博物館施設として

① 吉田茂の生活空間と交流空間を① 吉田茂の生活空間と交流空間を

体感できる機能

② 吉田茂の事績や近現代史を学ぶ機能
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再建の意義

① 丘陵地の緑を背景とした庭園からの

景観の再現

② 吉田茂の息吹を感じながら、近・現代史を② 吉田茂の息吹を感じながら、近・現代史を

学ぶ場の創出

③ 歴史教育の拠点
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① 再建の検討範囲 :

応接間、玄関ホール、食堂、金の間、銀の間

② 完全復元が難しいが、焼失前の形態、仕様の

再建イメージ

復元をめざす。

③ 再建しない部分：礎石広場

④ 温室は最低限の改修

⑤ 事務的機能室の設置
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④ 整備計画について
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１．大磯城山公園整備概要

至至至至 平塚市平塚市平塚市平塚市

面 積 約7.0ha  
主要施設 展望台、茶室、

郷土資料館

面 積 約2.9ha 
主要施設 日本庭園、管理棟、

旧吉田茂邸

面 積 約9.9ha
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写真提供 公益財団法人神奈川県公園協会

至至至至 二宮町二宮町二宮町二宮町

国道１号国道１号国道１号国道１号



２．旧吉田茂邸区域の事業概要

管理棟建築工

駐車場整備

園路整備
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園路整備

凡 例

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度以降

日本庭園整備


